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会
長
　

新
保　

暉

第46号 令和7年1月1日（2025年）　（2）

　

事
務
局
を
代
表
し
て
ご
挨
拶
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
事
務
局
組
織
の
グ
ル
ー

プ
制
を
廃
止
し
、
フ
ラ
ッ
ト
な
組
織

に
し
ま
し
た
。

職
員
総
勢
３３
名
体
制
（
内
訳
：
会
長
・

副
会
長
・
事
務
局
長
・
事
務
局
次
長

４
名
、
総
務
・
経
理
・
入
力
担
当

９
名
、
植
木
・
草
刈
・
草
取
り
担

当
５
名
、公
共
・
企
業
・
生
活
支
援
・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
担
当
９
名
、
訪

問
介
護
・
福
祉
有
償
担
当
６
名
）

で
会
員
皆
様
の
サ
ポ
ー
ト
や
お
客

様
か
ら
の
各
種
依
頼
に
対
応
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　

事
務
局
は
親
切
丁
寧
を
モ
ッ
ト
ー

に
確
実
な
業
務
処
理
で
お
客
様
や
会

員
の
皆
さ
ま
に
満
足
を
提
供
出
来
る

よ
う
今
年
も
頑
張
り
ま
す
の
で
、
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
年
も
無
事
故
無
災
害

で
、
会
員
皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り

し
ま
す
。　

ご
安
全
に
！

常
務
理
事
兼
事
務
局
長　

　
　
　
　

尾
形　

和
行

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
元
旦
早
々
の
能
登
半
島
地
震
を
初
め
、

水
害
等
災
害
の
多
い
一
年
で
し
た
。
今
年
は
穏
や

か
な
日
々
が
続
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
、
企
業
に
お

け
る
定
年
延
長
や
雇
用
の
拡
大
、
加
え
て
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
導
入
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
の
施
行
等
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
セ
ン
タ
ー
の
運
営
も
転
換
期
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
就
労
を
通
じ
て
社
会
参
加
し
地
域

社
会
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
居
場
所
つ
く
り
が
役
割
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
基
本
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、各
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

俳
人
の
高
浜
虚
子
に
「
去
年
今
年
貫
く
棒
の
如
き
も
の
」
と
い
う
俳
句
が
あ

り
ま
す
。「
時
は
過
去
・
現
在
・
未
来
を
貫
く
棒
の
よ
う
な
も
の
で
連
続
し
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
時
を
区
切
っ
て
ど
う
呼
ぼ
う
と
も
、
時
の
流
れ
に
は
貫
く
一

本
の
芯
棒
の
様
な
も
の
で
あ
る
。」
と
の
意
味
で
す
が
、
こ
の
句
の
様
に
、
今
年

も
昨
年
か
ら
引
き
続
き
、
中
期
計
画
に
掲
げ
た
①
会
員
拡
大
②
就
業
拡
大
③
安

全
・
適
正
就
業
④
会
員
の
高
齢
化
対
策
⑤
新
た
な
事
業
へ
の
挑
戦
⑥
組
織
運
営

の
充
実
⑦
財
務
基
盤
の
強
化
の
７
項
目
を
確
実
に
実
行
し
、
当
セ
ン
タ
ー
の
更

な
る
発
展
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
も
、
会
員
の
皆
様
に
頼
り
に
さ
れ
、
市
民
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
セ

ン
タ
ー
を
目
標
に
、
職
員
一
同
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
一
年
会
員
及
び
ご
家
族
の
皆
さ
ま
初
め
、
関
係
各
位
の
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

こ  

ぞ
こ
と
し
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

佐
倉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
、
佐
倉
市
の
市
政
運
営
に
対

し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
貴
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
創

立
以
来
、「
自
主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」
の
基
本
理
念
の
も
と
、
積
極
的
な
事

業
展
開
を
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
、
大
変
心
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
少
子

高
齢
化
が
急
速
に
進
展
し
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
や
老
年
人
口
の
増
加
が
進

む
中
、
就
業
を
通
じ
て
高
齢
者
の
皆
様
の
健
康
維
持
や
社
会
参
加
の
促
進
に
大

い
に
寄
与
さ
れ
て
お
り
ま
す
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、
今
後
益
々
、

重
要
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
、
佐
倉
市
は
市
制
施
行
７０
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
、
３０
年
後
と
な
る

市
制
施
行
１
０
０
周
年
に
向
け
て
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
引
き
続
き
、
卓
越
し
た

技
術
力
や
長
年
培
っ
て
き
ま
し
た
知
見
を
生
か
し
、
市
制
施
行
１
０
０
周
年
を

見
据
え
な
が
ら
、
活
力
あ
る
社
会
づ
く
り
、
市
勢
の
発
展
に
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
皆
様
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
自
分
ら
し
く
、
安
心

し
て
生
活
し
続
け
て
い
け
る
よ
う
、
健
康
寿
命
の
延
伸
や
高
齢
者
福
祉
施
策
の

充
実
、
生
き
が
い
づ
く
り
の
支
援
等
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

結
び
に
、
佐
倉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の

皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

佐
倉
市
議
会
議
長

敷
根　

文
裕

佐
倉
市
長
　

西
田　

三
十
五
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謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

佐
倉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏
や
か
で
希
望
に
満
ち

た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
活
動
を
通
し
て
、
市
の
事
業
や
市
民
の
日
常
生

活
に
欠
か
せ
な
い
様
々
な
分
野
に
お
い
て
ご
活
躍

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
深
く
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
で
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
本
格
的
に
進
み
、
佐
倉
市

に
お
い
て
も
人
口
の
概
ね
３
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
い
う
状
況
で
す
。
高
齢
化
が

進
む
中
、
地
域
社
会
の
活
力
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
元
気
な
高
齢
者
の
方
々
が
、

就
労
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
様
々
な
形
で
社
会
参
加
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
大
変
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
皆
様
が
、
豊
か
な
経

験
と
お
知
恵
を
生
か
し
て
、
多
様
な
分
野
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
地
域

社
会
の
活
性
化
や
高
齢
者
の
方
々
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
な
が
る
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
と
、
大
変
心
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

貴
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
も
、
地
域
の
生
活
支
援
ニ
ー
ズ
に
応

え
な
が
ら
、
地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
行
政
や
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
高
齢
者
の

就
労
支
援
や
福
祉
の
充
実
に
向
け
て
、
役
割
を
十
分
に
果
た
し
て
ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
佐
倉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、

会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。
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特別理事 ( 商工会議所）
土屋 正一郎

特別理事 ( 観光協会）
林　洋太郎

特別理事 ( 社協）
大藏　文子

常務理事兼事務局長
尾形　和行

副会長・代表理事
下田　貢

会長・代表理事
新保　暉

理  事
山﨑　博己

理  事
腰原　秀樹

理  事
志田　邦彦

理   事
山田　常夫

監事
黒川　隆生

監事
平川　雄幸

理事
　海老沢　猛　

理事
柴　明夫

理  事
田中　豊嗣

理  事
辰巳　くにか

理事活動委員会及び安全・適正就業委員会

会員拡大委員会
就業開拓委員会
広報委員会
女性委員会
総務委員会
安全・適正就業委員会

山﨑　博己
柴　明夫

田中　豊嗣

志田　邦彦

腰原　秀樹
山田　常夫
辰巳　くにか
海老沢　猛
新保　暉
下田　貢

委員会名 副委員長委員長
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（5）　　　  第46号令和7年1月1日（2025年）

管理者
石毛  政男

福祉有償運送
宗像  久雄

福祉有償運送
駒村  明彦

福祉補佐
飯高  幸子

福利管理事務
金谷  良枝

事務局長
尾形  和行

次長
齋藤  隆

会長
新保  暉

経理
水野  博之

総務
柿丸  洋

企業
腰原  秀樹

コーディネータ
森岡  博孝

サービス提供
戸ヶ崎  美枝子

生活支援
浅井  達也

公共
小柳  徹郎

会長
副会長
事務局長
次長
非正規職員  ………………3名
臨時職員…………………26名
合計 ………………………33名

入力
永沼  弘道

生活支援
金子  まさみ

企業
牛山  直幸

公共
三國  公夫

植木
佐藤  邦典

経理
三橋  照江

総務
柘植  修

企業
岡田  誠

公共
宮内  淑江

植木
福田  敏子

経理
上原  登代子

総務
鳥羽  義明

総務
二見  悦子

草取・草刈
高谷  佳夫

事務局職員構成

植木
高木  行雄

入力
髙橋  里枝子

草取・草刈
志田  邦彦

副会長
下田  貢
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佐倉地区

和田地区

弥富地区

根郷地区

臼井地区

千代田地区

志津北地区

志津南地区

第46号 令和7年1月1日（2025年）　（6）

地域班
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
よ
き
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
理
念
で
あ

る
「
自
主
」、「
自
立
」、「
共
働
」、「
共
助
」

を
推
進
す
る
た
め
地
域
班
が
在
り
ま
す
。

　

地
域
班
の
具
体
的
な
活
動
は
、
毎
月
行

う
『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
』、
年
に
１
回

実
施
す
る
『
地
区
研
修
会
』、
そ
し
て
『
定

期
便
の
配
布
』
や
『
班
長
会
議
』
ま
た
時

に
は
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
等
セ
ン
タ
ー
が

行
う
行
事
の
応
援
で
す
。
こ
れ
ら
イ
ベ
ン

ト
を
通
し
て
会
員
間
の
交
流
を
図
り
意
思

の
疎
通
を
円
滑
に
す
る
こ
と
で
、
佐
倉
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
よ
る

会
員
の
た
め
の
運
営
が
可
能
と
な
り
（
自

主
・
自
立
）、
会
員
が
お
互
い
に
協
力
し

合
い
な
が
ら
働
く
た
め
の
下
地
が
出
来
上

が
り
ま
す
（
共
働
、
共
助
）。

　

こ
こ
数
年
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
活
動
が
停

滞
し
て
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
や
地
区

研
修
会
も
昨
年
は
各
地
区
と
も
滞
り
な
く

開
催
で
き
ま
し
た
。
多
く
の
会
員
が
集
ま

り
久
し
ぶ
り
の
交
流
や
研
修
会
で
の
会

食
、
歓
談
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
６
年
度
の
今
期
は
、
上
期
班

長
会
議
と
正
副
地
区
長
会
議
も
実
施
さ

れ
、
下
期
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
企
画
が

進
ん
で
い
ま
す
。

　

各
地
区
の
研
修
会
は
、
こ
の
後
、『
志

津
北
及
び
南
地
区
合
同
研
修
会
』
が
令
和

７
年
３
月
１９
日
に
、『
根
郷
・
弥
富
地
区

研
修
会
』
が
３
月
３１
日
に
、
ま
た
５
月
に

は
『
佐
倉
・
和
田
地
区
』
と
『
臼
井
・
千

代
田
地
区
』
が
開
催
の
予
定
で
す
。

み
な
さ
ま
奮
っ
て
本
年
も
地
域
班
活
動
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

豊
か
な
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
目
指
し
て
！！

　
　
　

 　

令
和
７
年　

新
春

　
　
　
　
　
　
　
　

     

地
域
班
役
員
一
同

佐倉・和田（1～ 15）
志津北       （１～ 9）
志津南（10 ～ 22）

臼井・千代田（１～ 16）※1
根郷・弥富（１～ 12）※2

5 地区

15
9
13
15
12
64 班

261
192
189
211
187
1,040

1
1
1
1
1
5名

2
2
2
1
2
9名

15
9
13
15
9
61名

（注）会員数は 2024 年 11 月末現在

地区（班名） 班数 会員数
地区長 副地区長 班長

役員

※１　2班はＡ、Ｂ二つに分かれ、Ａ、Ｂ共班長がいます。
           10班、11班は休止です。
※２    8班、9班、11班は現在班長が不在です。

地区班の紹介
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（7）　　　  第46号令和7年1月1日（2025年）

真
逆（
ま
さ
か
）の

時
に
備
え
て
、

元
気
な
う
ち
に

主な著書

『食べる力・口腔医療革命』（文春新刊書）
『誤嚥性肺炎は食べながら治す』（文藝春秋電子図書）
『医療に頼らない理想の最期』『寝たきり社長・佐藤仙務の挑戦』（致知出版社刊）
『再会・死んだ家族ともう一度逢える』（文藝春秋刊）

11月28日（木）13：30～2時間程、ミレニアムセンター佐倉に於いて、

佐倉市シルバー人材センター会員互助会（岡本恒雄会長）主催の「講演会」

「歌謡ショー」が開催され、多数ご参加いただきました。

今回は2部制開催となり、前半の1時間は

医療ジャーナリスト・塩田芳亨 (しおだ よしたか）氏による 

寝たきりにならず、幸せな老後を送るために『真逆（まさか）の時に備えて、

元気なうちにやっておくべき必要なこと』と題する講演が、

後半の30分間は、ブラジル・サンパウロ出身の演歌歌手「エドアルドさん」の

歌謡ショーで会場が盛り上がりました。

詳細はホームページからご覧ください。

聴
講
者
か
ら
の
感
想

塩
田
先
生
の
お
話
は
、
健
康
管
理
や
転
倒
防
止

に
つ
い
て
、
具
体
的
で
実
践
し
や
す
い
ア
ド
バ

イ
ス
が
多
く
、
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
「
医
師
に
任
せ
る
べ
き
こ
と
」
と
「
自
分

で
考
え
る
べ
き
こ
と
」
の
違
い
を
知
る
重
要
性

に
は
深
く
共
感
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
生
活

に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

塩
田
氏
は
多
く
の
高
齢
者
医
療
現
場
を
見
続

け
て
き
て
痛
感
し
て
い
る
こ
と
を
自
身
の
疾
病

体
験
も
交
え
な
が
ら「
真
逆
の
た
め
の
必
要
な
備

え
」
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
、
事
前
の
備
え
が
あ

れ
ば
、
た
と
え「
真
逆
の
事
態
」
に
遭
遇
し
て
も
、

そ
の
後
の
結
果
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
こ
と

を
力
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
に
是
非
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ

き
た
い
こ
と
と
し
て
、「
医
師
に
任
せ
た
方
が
良

い
も
の
」
と
、「
任
せ
ら
れ
な
い
も
の
」
の
2
種

類
が
あ
る
。

　
「
医
師
に
任
せ
た
方
が
良
い
こ
と
を
任
せ
て
い

な
い
人
」「
医
師
に
任
せ
て
は
い
け
な
い
こ
と
を

任
せ
て
し
ま
う
人
」
ほ
と
ん
ど
の
高
齢
者
が
、

こ
の
ど
ち
ら
か
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
大
事
な

こ
と
は
、
こ
の
違
い
を
知
る
こ
と
。
病
気
や
怪

我
を
し
な
い
こ
と
の
予
防
法
に
つ
い
て
具
体
例

を
挙
げ
な
が
ら
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
互
助
会
主
催
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第46号 令和7年1月1日（2025年）　（8）

　
　
　

佐
倉
城
址
は
、
戦
国
時
代
に
千
葉
氏
の
本
拠
地
と
し
て       

           

栄
え
ま
し
た
。
こ
の
城
は
、
千
葉
氏
の
力
が
衰
え
た
の

ち
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
地
域
の
中
心
的
存
在
で
あ
り
続

け
ま
し
た
。
一
方
、
佐
倉
城
址
は
江
戸
時
代
初
期
、
徳
川
家
の

支
配
体
制
を
支
え
る
た
め
に
築
か
れ
ま
し
た
。
本
佐
倉
城
の
後

を
受
け
継
ぐ
形
で
、
地
域
の
新
し
い
拠
点
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
　
　

回
、実
際
に
両
方
の
城
跡
を
訪
れ
て
み
て
感
じ
た
の
は
、    

　
　
　

戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
へ
と
時
代
が
移
り
変
わ
る
中

で
、
人
々
の
暮
ら
し
や
地
域
の
重
要
性
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し

た
か
を
実
感
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
佐
倉
城
址
で
は
当

時
の
城
郭
の
面
影
を
残
す
広
い
敷
地
や
山
城
で
あ
っ
た
様
子
も

わ
か
り
、
と
て
も
印
象
的
で
し
た
が
、
佐
倉
城
址
で
は
、
城
跡

と
と
も
に
整
備
さ
れ
た
城
址
公
園
の
穏
や
か
な
雰
囲
気
が
新
た

な
歴
史
を
語
り
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
2
つ
の
城
跡
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
時
代
の
姿
を
残
し

な
が
ら
、
佐
倉
の
歴
史
を
紡
ぐ
貴
重
な
遺
産
で
す
。
ぜ
ひ
一
度

足
を
運
び
、
歴
史
の
移
り
変
わ
り
を
体
感
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

佐
倉
城
址
の
見
ど
こ
ろ
は
、
当
時
の
堀
や
土
塁
が
良
好

　
　
　

に
保
存
さ
れ
、
四
季
折
々
の
風
景
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
点
で
す
。
一
方
、佐
倉
城
址
は
江
戸
時
代
初
期
に
築
か
れ
、

佐
倉
藩
の
藩
主
が
居
住
し
た
城
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

在
で
は
佐
倉
城
址
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
広
大
な
敷

　
　
　

地
内
に
残
る
城
郭
の
遺
構
や
美
し
い
自
然
が
、
多
く
の

訪
問
者
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。
特
に
春
に
は
桜
の
名
所
と
し
て

も
有
名
で
、
多
く
の
花
見
客
で
賑
わ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
本
佐
倉
城

址
跡
や
佐
倉
城
址
跡
へ
と
お
出
か
け
く
だ
さ
い
ま
せ　

今
ま
で

と
は
違
っ
た
と
こ
ろ
が
見
え
て
く
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん

　　　倉市には、かつてこの地域を支えた2　
　　　つの城跡が残されています。
それが「本佐倉城址」と「佐倉城址」です。そ
れぞれ異なる時代に築かれましたが、両者には
深い繋がりがあることをご存じでしょうか。
11月末に、それぞれの城址跡に佐倉城址跡、
大佐倉城址跡と行ってきました。

佐倉城址

本佐倉城址

佐

本今本現

～歴史を
つなぐ 2 つの城～
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（9）　　　  第46号令和7年1月1日（2025年）

　
　
　

日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
会
場
で   

　
　
　

は「
見
る
」「
買
う
」「
体
験
す
る
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
私
た

ち
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
も
広
報
活
動

の
一
環
と
し
て
、
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
と

と
も
に
、
パ
ソ
コ
ン
班
の
ス
マ
ホ
無
料
講

座
や
来
場
者
に
ス
ク
ラ
ッ
チ
ア
ー
ト
体
験

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

　
　
　

や
障
子
の
修
繕
を
実
演
す
る
コ
ー

　
　
　

ナ
ー
も
設
け
、
ス
タ
ッ
フ
が
実
際
に

作
業
を
披
露
し
ま
し
た
。
こ
の
実
演
に
は

多
く
の
方
が
足
を
止
め
、
興
味
深
く
見
学

さ
れ
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　
　
　

覧
会
終
了
後
に
は
、

　
　
　

「
草
ぶ
え
の
丘
で
セ
ン
タ
ー
を
知

り
ま
し
た
」
と
入
会
説
明
会
に
参
加
し
、

実
際
に
新
規
入
会
し
て
く
だ
さ
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
今
回
の
行
事
か
ら

の
入
会
者
は
一
人
で
し
た
が
、
小
さ
な

き
っ
か
け
が
大
き
な
広
が
り
を
生
む
と
信

じ
て
い
ま
す
。
一
人
の
参
加
が
、
将
来
的

に
は
1
0
0
人
、1
0
0
0
人
へ
と
つ
な
が

る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
　
　

後
も
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、

　
　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
魅
力

や
活
動
を
多
く
の
方
に
お
伝
え
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

両博 襖今

佐
倉

産
業
大
博
覧
会

2
0
2
4
年
11
月
9
日（
土
）・
10
日（
日
）

佐
倉
草
ぶ
え
の
丘
で
開
催
さ
れ
た

「
佐
倉
産
業
大
博
覧
会
2
0
2
4
」に
、

佐
倉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
も
参
加
し
ま
し
た
。

襖や障子に宿る、日本の美と丁寧な手仕事

   
 見
て
！
 僕
の
ス

クラ
ッチ
アー
トすご

いでしょう
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第46号 令和7年1月1日（2025年）　（10）

令
和
七
年

ア
ン
ケ
ー
ト

出
／
出
身
地
　

初
／
初
詣
は
　

趣
／
趣
味
は

大
／
大
切
な
物

計
／
計
画
・
抱
負

質
問
内
容
　

　
佐
藤
　
征
雄
　
志
津
北
8
班

出
／
東
京
都(

江
戸)

初
／
特
に
な
し

趣
／
ド
ラ
イ
ブ
・
旅
行

大
／
家
族
、
自
作
真
空
管
ア
ン
プ

計
／
地
域
の
お
困
り
ご
と
相
談
、
電
気
対
応

　
柴
　
明
夫
　
根
郷
弥
富
6
班

出
／
兵
庫
県
明
石
市

初
／
特
に
な
し

趣
／
囲
碁
・
水
彩
画
・
ジ
ャ
ズSAX

大
／
家
族
・
友
人
等
の
人
間
関
係

　
　

体
力
低
下
が
著
し
い
の
で
体
力
の
維
持

計
／
健
康
に
過
ご
せ
て
、
趣
味
を
少
し
で
も
前

　
　

進
さ
せ
る
こ
と

　
越
川
　
圭
子
　
志
津
南
20
班

出
／
千
葉
県
市
川
市

初
／
特
に
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん

趣
／
洋
裁
、
編
物
、
手
芸

大
／
古
い
写
真

計
／
友
達
と
温
泉
に
行
く
こ
と
。
健
康
の
為
シ

　
　

ル
バ
ー
互
助
会
の
体
操
に
参
加
す
る
こ
と

　
神
谷
　
紀
久
子
　
志
津
北
6
班

出
／
東
京
都

初
／
麻
賀
多
神
社

趣
／
カ
ラ
オ
ケ

大
／
中
学
・
高
校
時
代
の
友
人(

市
立
女
子
聖

　
　

学
院
以
来
中
高
一
貫
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク

　
　

ー
ル)

4
人
と
の
友
情(

13
歳
〜
83
歳
70

　
　

年
で
す)

計
／
自
分
を
大
事
に
し
て
健
康
で
い
る
こ
と
で

　
　

す
。

　
蓼
沼
　
哲
夫
　
佐
倉
和
田
2
班

出
／
栃
木
県
佐
野
市

初
／
豊
代
八
幡
宮(

栃
木)  

田
町
愛
宕
神
社

趣
／
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
イ
ス
、
た
な
ご
釣
り

大
／
10
年
使
っ
て
い
る
道
具
達(

大
久
保
鋏
・

　
　

刈
込
鋏)

計
／
近
年
中
に
足
立
美
術
館
へ
行
っ
て
み
た
い

　
飯
高
　
幸
子
　
佐
倉
和
田
7
班

出
／
佐
倉
市

初
／
家
族
と
自
宅
で

趣
／
映
画
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
観
劇

大
／
家
族
の
健
康

計
／
コ
ン
サ
ー
ト
に
行
く
こ
と
と
旅
行
に
行
き

　
　

た
い
で
す

　
葛
西
　
正
敏
　
志
津
北
1
班

出
／
北
海
道
の
田
舎
町
で
す

初
／
人
ご
み
を
避
け
て
新
勝
寺
へ
行
き
ま
す

趣
／
①
韓
国
ド
ラ
マ
を
一
生
見
続
け
ま
す
。

　
　

②M
BL LAD

と
共
に
生
活
し
て
い
ま
す

大
／
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ス
マ
ホ
の
料
理

　
　

ア
プ
リ
で
す　

毎
日
活
用
し
て
い
ま
す
。

計
／
持
病
克
服
、
健
康
管
理
で
す

　
宮
内
　
あ
さ
　
志
津
北
9
班

出
／
千
葉
県

初
／
地
元
の
神
社　

宝
珠
院

趣
／
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
カ
ラ
オ
ケ
、
手
芸

大
／
家
族

計
／
6
人
の
孫
、
男
子
と
女
子
で
す

　
　

男
性
3
名
が
結
婚
し
ま
し
た
。
来
年
に
は

　
　

曾
孫
が
生
ま
れ
ま
す
の
で
す
ご
く
楽
し
み

　
　

で
す

新
年
恒
例

ご
回
答
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
は
巳
年
で
、64
名
の
方
々
が
年
男
・
年
女
で
す
。

昭
和
16
年（
1
9
4
１
年
）・
昭
和
28
年（
1
9
5
3
年
）生
ま
れ
は
、

男
性
47
名
、女
性
17
名
。

そ
の
う
ち
、25
名
の
方
々
か
ら
回
答
を
頂
き
ま
し
た
。 

こ
こ
に
、順
不
同
に
て
、ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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鈴
木
　
貴
明
　
根
郷
弥
富
6
班

出
／
神
奈
川
県
横
浜
市

初
／
物
井
駅
徒
歩
圏
の
「
天
照
皇
大
神
社
」、い

       

つ
も
す
い
て
い
る
の
で
自
宅
か
ら
散
歩
が

　
　

て
ら
歩
い
て
行
っ
て
い
ま
す
。

趣
／
ス
ポ
ー
ツ
全
般(

野
球
・
ゴ
ル
フ
・
卓
球)

大
／
2
人
の
孫
娘
。
今
は
海
外
に
住
ん
で
い
て
、

　
　

1
年
に
1
回
程
度
し
か
会
え
ま
せ
ん
が
あ　

　
　

っ
た
時
は
め
い
っ
ぱ
い***

さ
せ
て
あ
げ

　
　

た
い
で
す
。

計
／
最
近
、
太
り
気
味
な
の
で
最
低
体
重
を
5

　
　

㎏
落
と
し
た
い

　
春
木
　
晴
夫
　
臼
井
千
代
田
3
班

出
／
北
海
道
北
斗
市
間
発

　
　

生
ま
れ
た
時
の
住
所
は
、
亀
田
郡
大
野
町

　
　

開
発
で
す　

田
圃
の
中
の
村
で
す
。

初
／
い
つ
も
は
臼
井
の
八
幡
神
社
、
た
ま
に
成

　
　

田
山

趣
／
野
菜
づ
く
り
、
料
理
、
競
馬
、
旅
行
は
大

　
　

好
き

大
／
隣
、近
所
。遠
く
の
親
戚
よ
り
近
く
の
他
人

計
／
今
年
も
元
気
で
、
健
康
で
75
歳
ま
で
は
ピ

　
　

ン
ピ
ン
し
て
い
た
い
。
そ
の
後
は
余
生

　
山
本
　
行
男
　
佐
倉
和
田
15
班

出
／
佐
倉
市
上
勝
田

初
／
地
元　

大
宮
神
社

趣
／
ス
キ
ー
、
映
画(

ネ
ッ
ト)

大
／
家
族(

子
供
、
孫)

計
／
ジ
ム
で
体
調
管
理
、
パ
ソ
コ
ン
上
達

　
鈴
木
　
節
夫
　
佐
倉
和
田
9
班

出
／
千
葉
県
佐
倉
市
で
す

初
／
市
内
鏑
木
町
に
あ
る
麻
賀
多
神
社
へ
初
詣

　
　

し
て
い
ま
す

趣
／
ゴ
ル
フ
と
家
庭
菜
園
で
の
野
菜
づ
く
り
を

　
　

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

大
／
家
庭
円
満
と
先
輩
や
友
人
と
の
付
き
合
い

　
　

を
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

計
／(

計
画)

長
男
の
嫁
さ
ん
の
実
家
、青
森
へ

　
　

挨
拶
を
兼
ね
て
旅
行
を
2
月
に
計
画
し

　
　

て
い
ま
す

　
　

(

抱
負)

今
年
も
健
康
で
ゴ
ル
フ
が
で
き
る

　
　

幸
せ
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

　
弭
間
　
健
一
　
佐
倉
和
田
5
班

出
／
牛
肉
の
美
味
し
い
米
沢
市

初
／
地
元
神
明
神
社

趣
／
動
物
の
鑑
賞

大
／
昔
の
古
い
写
真

計
／
断
捨
離
を
や
り
た
い
で
す

　
羽
山
　
晃
　
志
津
南
22
班

出
／
千
葉
県
館
山
市

初
／

趣
／
カ
ラ
オ
ケ

大
／

計
／
毎
年
開
催
し
て
い
る
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

　
　

を
今
年(

令
7)

も
開
催
し
た
い

　
松
本
　
英
昭
　
志
津
南
18
班

出
／
千
葉
県
印
旛
郡
志
津
村
、
現
在
の
佐
倉
市

　
　

井
野
で
す

初
／
成
田
山
新
勝
寺
に
毎
年
1
月
2
日
参
請
し
、

　
　

精
進
料
理
を
戴
い
て
い
ま
す

趣
／
ゴ
ル
フ
・
カ
ラ
オ
ケ
・
共
に
下
手
の
横
好

　
　

き
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精
神
で
皆
様
に
面
倒

　
　

を
見
て
戴
い
て
い
ま
す

大
／
糟
糠
の
妻
そ
し
て
自
分
の
健
康
で
す

計
／
ゴ
ル
フ
で
年
間
の
平
均
ス
コ
ア
を
90
台
に

　
　

維
持
す
る

　
宮
野
鼻
　
洋
一
　
根
郷
弥
富
12
班

出
／
大
阪
府
豊
中
市
。
高
校
卒
業
ま
で
住
ん
で

　
　

い
ま
し
た
。

初
／
郷
里
の
阪
急
電
車
沿
線
に
あ
る

　
　

①
清
荒
神(

火
と
か
ま
ど
の
神
様)

　
　

②
門
戸
厄
神(

災
厄
を
打
ち
払
う
厄
神
様)

　
　

③
中
山
観
音(

安
産
祈
願
の
霊
場)

の
3
社
。

　
　

「
三
福
ま
い
り
」
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　

趣
／
絵
画(

鑑
賞
の
他
、
創
作
も
少
々)

、錦
鯉

　
　

飼
育(

庭
の
1
坪
ほ
ど
の
池
で
7
尾
飼
育

　
　

中)

、
園
芸(

本
業
?
の
植
木
剪
定
も
こ

　
　

の
延
長
上
で
や
っ
て
い
ま
す)

大
／
勤
続
20
年
、
同
30
年
、
定
年
退
職
時
に
職

　
　

場
か
ら
授
与
さ
れ
た
銀
杯
。

　
　

正
月
に
は
こ
れ
で
お
屠
蘇
を
頂
き
ま
す
。

計
／
怪
我
や
病
気
に
注
意
し
て
植
木
剪
定
技
能

　
　

の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
、
植
木
職
・

　
　

根
郷
弥
富
地
区
副
班
長
と
し
て
の
職
務
を

　
　

全
う
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
島
田
　
光
造
　
臼
井
千
代
田
16
班

出
／
東
京

初
／
近
く
の
住
吉
神
社

趣
／
特
に
無
、
但
し
し
い
て
言
え
ば
家
庭
菜
園

大
／
特
に
あ
り
ま
せ
ん

計
／
希
望
に
も
な
り
ま
す
が
、
心
配
せ
ず
動
け

　
　

る
体
を
維
持
で
き
る
運
動
を
し
た
い

　
白
壁
　
明
博
　
根
郷
弥
富
10
班

出
／
長
崎
県
松
浦
市
、
元
寇(

文
永
・
弘
安
の

　
　

役)

で
元
軍
と
の
戦
い
に
大
き
く
貢
献
し

　
　

た
と
伝
え
ら
れ
る
水
軍
・
松
浦
党
の
ゆ
か

　
　

り
の
地

初
／
佐
倉
麻
賀
多
神
社

趣
／
ゴ
ル
フ
・
日
曜
大
工
・
ド
ラ
イ
ブ

大
／
家
族
、
思
い
や
る
心
、
車

計
／
計
画:
年
18
回
の
ゴ
ル
フ
・
年
6
回
以
上

　
　

の
旅
行

　
　

抱
負:

健
康
管
理
・
1
0
0
歳
ま
で
人
生

　
　

を
楽
し
む

　
土
子
　
忠
　
志
津
北
4
班

出
／
東
京
都
下　

武
蔵
小
金
井

初
／
小
金
井
神
社　

川
崎
大
社

趣
／
カ
ラ
オ
ケ
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦(TV

含
む)
、

　
　

里
山
ハ
イ
キ
ン
グ

大
／
家
族
、
府
会

計
／
神
社
・
仏
閣
の
初
詣
、他
の
大
学
野
球
観
戦
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芹
澤
　
勤
　
佐
倉
和
田
1
班

出
／
静
岡
県
で
す

初
／
成
田
山
新
勝
寺

趣
／
無
芸
大
食
で
す

大
／
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
家
族
の
皆
」で

　
　

す

計
／
健
康
で
す
ご
せ
る
こ
と
。「
家
族
旅
行
」を

　
　

た
の
し
み
に
し
て
い
る

　
吉
村
　
治
　
臼
井
千
代
田
12
班

出
／
三
重
県
桑
名
市
。
中
学
校
の
後
輩
に
マ
ラ

　
　

ソ
ン
の
瀬
古
選
手
が
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

　
　

を
自
慢
す
る
と
、
鈴
木
節
夫
大
先
輩
か
ら
、

　
　

私
の
後
輩
は
長
嶋
さ
ん
だ
け
ど
ね
と
一
蹴

　
　

さ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
佐
倉
市
シ
ル
バ

　
　

ー
あ
な
ど
る
べ
か
ら
ず
で
す
。

初
／
昔
は
伊
勢
神
宮　

今
は
成
田
山

趣
／
陸
上
競
技
の
テ
レ
ビ
観
戦

大
／
最
近
ニ
ン
テ
ン
ド
ー-DS

を
発
掘
し
ま
し

　
　

た
。
認
知
症
予
防
の
た
め
に
、
川
島
隆
太

　
　

の
脳
ト
レ
を
再
開
し
ま
し
た
。

計
／
草
刈
班
・
草
取
班
2
年
目
、
頑
張
り
ま
す
。

　
丸
岡
　
英
巳
　
志
津
北
9
班

出
／
北
海
道
苫
小
牧
市

初
／
高
千
穂
神
社

趣
／
ゴ
ル
フ
・
散
歩

大
／
家
族
と
健
康

計
／
健
康
維
持
に
努
め
る
。

　
　

散
歩
・
ジ
ム
に
通
う
。
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も
う
ク
ロ
ネ
幼
な
膝
な
で
祖
母
の
云
う
苦
労
な
き
の
意
祖
母
の
死
後
知
る　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
　
弘

犬
の
子
を
ワ
ニ
に
乗
せ
た
り
咬
ま
せ
た
り
縫
い
ぐ
る
み
で
遊
ぶ
君
の
お
か
し
さ　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
　
寛

さ
る
す
べ
り
枝
切
り
孫
に
頼
み
た
る
空
の
青
さ
が
広
が
り
う
れ
し　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
川
　
圭
子

Ａ
Ｉ
が
肩
で
風
切
る
世
の
中
に
人
知
を
超
え
て
倫
理
を
蝕
む　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廣
田
　
正
明

鬼
怒
川
の
湯
煙
に
じ
む
雨
空
に
汽
笛
が
響
く
露
天
の
店
先　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
野
　
忍

ア
ル
バ
ム
の
写
真
剥
が
さ
れ
し
跡
の
あ
り
わ
れ
の
知
ら
ざ
る
若
き
日
の
娘
よ　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
　
洋
子

秋
風
は
心
地
よ
い
か
な
風
見
鶏
ど
こ
へ
消
え
た
か
あ
の
暑
い
空　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
巳
　
く
に
か

あ
り
が
と
う
杖
付
く
我
に
歩
を
合
わ
し
無
二
の
支
え
に
な
り
た
る
君
へ　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

網
代
　
直
人

午
前
八
時
母
は
旅
立
っ
た
別
れ
が
た
く
そ
っ
と
寄
り
添
う
光
さ
す
朝　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
崎
　
ち
づ
子

夢
の
な
か
季
節
は
づ
れ
の
花
吹
雪
り
ん
ご
畑
の
少
女
に
そ
そ
ぐ　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山
　
鈴
子
講
師

シ
ル
バ
ー

短
歌
同
好
会
詠
草

　
清
水
　
陽
子
　
志
津
南
20
班

出
／
横
浜

初
／
年
末
か
ら
家
族
で
富
士
忍
野
方
面
に
行
く

　
　

予
定
で
す　

よ
っ
て
、
こ
ち
ら
の
方
面
で

　
　

お
詣
り
し
て
来
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す

趣
／
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
通
い

大
／
家
族
か
ら
の
記
念
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
写
真

　
　

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
完
走
の
記
念
品　

ス
キ
ュ

　
　

ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
で
の
思
い
出
の
貝
類

計
／
3
月
の
東
京
マ
ラ
ソ
ン
完
走

　
　

食
事
の
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
付
け
、
健
康
、

　
　

好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
仲
間
と
の
継
続
・
維
持

　
江
川
　
忠
男
　
佐
倉
和
田
12
班

出
／
佐
倉
市
大
佐
倉

初
／
成
田
山

趣
／
旅
行
、
唄(
民
謡)

大
／
農
家
の
長
男
に
生
ま
れ
、
先
祖
・
親
の
代

　
　

か
ら
コ
メ
作
り
農
業
を
現
在
も
続
け
て
お

　
　

り
高
額
の
農
業
機
械
を
揃
え
て
お
り
使
用

　
　

前
後
の
保
管
へ
大
切
に
し
て
い
ま
す

計
／
体
調
管
理
、
年
男
と
し
て
一
年
間
無
事
に

　
　

す
ご
せ
る
事
を
日
々
体
に
気
を
付
け
て
ま

　
　

い
り
ま
す

　
榎
本
　
幸
徳
　
臼
井
千
代
田
12
班

出
／
東
京
都
板
橋
区

初
／
乃
木
神
社

趣
／
ゴ
ル
フ
・
ウ
ィ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン

大
／
先
代
社
長
か
ら
頂
い
た
、
形
見
の
時
計

計
／
ケ
ガ
と
大
病
に
掛
か
ら
ず
、
一
年
を
健
康

　
　

に
過
ご
す
事　

そ
し
て
技
術
の
向
上　
　
　
　
　


